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　特別区の設置が実現すれば、湾岸区の区長を選挙で選べるようになります。	

特別区の区長は予算編成権、人事権、条例提案権という強力な権限を持ち、	

選挙で掲げたマニフェストの実現に全力を尽くすようになります。	

	

　これまでの政令市としての大阪市では約267万人の人口に対して、	

１人のリーダーしかおらず、基礎自治体として、目を行き届かせる事は	

非常に難しい体制でした。特別区を設置し、約35万人に１人のリーダーという	

体制を作ることにより、これまでより一層目の行き届いた住民の声を活かした	

区政が実現出来るようになります。	

	

　住民が力を合わせれば統治機構を変えられる。役所の形を変えられる。	

政治を動かせる。大阪都構想は、真の民主主義実現への挑戦です。	

大阪の未来の形は議会や役所だけで決めるのではなく、	

住民投票という究極の民主主義のプロセスで決めるべき重要な問題なのです。	

大阪都構想の主役は大阪に住む一人一人の住民です。	

	

　大阪の未来を変えられる力を持っているのは住民の皆様なのです。	

	


大阪維新の会　湾岸区政策委員会　	




湾岸区には無限の可能性があります。	


テーマパーク、都市型水族館、舞洲	


スポーツアイランドやインテックス大阪、	


大阪市立中央体育館など、大阪を代表	


する施設が数多く存在し、湾岸区の	


魅力を高めています。	


また、湾岸区には規制のかかった	


広大な開発用地が未だ手付かずの	


ままになっています。	


	

これらの規制を緩和して民間活力を最大限引き出しながら「港」や「河川」を魅力ある水辺へと再生し、
新たな居住空間や商業スペースを生み出します。	

	


さらに経済特区の活用や統合型リゾートの誘致によって多くの企業や産業を呼び込み、	


ベイエリアに人の賑わいを生み出し、日本を代表するウォーターフロントとして世界中から「人、もの、
情報」が集まる『未来の風を感じる街』を目指します。	


  --  湾岸区マニフェスト  –  

※広大な開発用地（舞洲・夢洲周辺）	




Ⅰ.  災害に強い人づくり・街づくり�

Ⅱ.  ベイエリアの新しい街づくり�

Ⅲ.  陸と水上の交通網  〜東洋のベニス〜�

Ⅳ.  基礎学力の向上と学校教育先進都市へ�

Ⅴ.  きめ細かな医療・福祉・子育て政策�

Ⅵ.  世界レベルの海上リゾート　〜大阪ＩR構想〜�

  --  湾岸区マニフェスト  –  



・防潮堤の早期耐震化、液状化対策	
  

・使わなくなった運河・河川の埋立てに	
  

　よる津波高潮対策と親水・緑地公園	
  

　への整備による街魅力の創出	
  

　（三軒家川、六軒家川、正蓮寺川等）	
  

・公営住宅建替え時の高機能避難所化	
  

　（バリアフリー・点字・視覚サイン等）	
  
	
  

	
  
	
  

・湾岸区防災センターへの新設	
  

・水防団・防災リーダーを中心とした	
  
　　湾岸区防災救命団の創設	
  
	
  

・災害弱者へのきめ細やかな	
  
　　支援策の構築	
  

	
  

  --  湾岸区マニフェスト  –  

災害に強い人づくり・街づくり�
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※区の防災対策イメージ	


※河川の埋立てと公園整備イメージ	




・ベイエリアに風薫る緑豊かな居住空間の創出（鶴浜エリア、桜島エリア、海岸通エリア等）	
  

・使わなくなった運河・河川の埋立てによる親水・緑地公園への整備による街魅力の創出（再掲）	
  

・矢倉緑地におけるマリンスポーツやBBQ施設の整備	
  
　　よりいっそう住民が集まり、楽しめる臨海公園へ	
  

・機械式駅前地下駐輪場の完備と	
  
　コミュニティサイクルによる放置自転車対策	
  
　自転車パークアンドライドの先進都市への挑戦	
  

・企業誘致とATCへの区役所移転による	
  
　咲洲地区（南港エリア）の活性化	
  

  --  湾岸区マニフェスト  –  

ベイエリアの新しい街づくり�

地下	
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※地下駐輪場施設イメージ	


※住環境創出	
  
　　　重点エリア	


※臨海公園イメージ	




  --  湾岸区マニフェスト  –  

陸と水上の交通網�
　〜東洋のベニス〜�

広域行政の一本化による鉄道整備の加速	
  
・水上交通網の創出と観光資源化	
  
　（クルーズ客船・水上バス）	
  
・JRゆめ咲線と地下鉄中央線の結節	
  
　（コスモスクエア−夢洲−舞洲）	
  

・地下鉄長堀鶴見緑地線の延伸	
  
　（大正−大正区役所前）	
  
・大正LRTの整備	
  
　（大正区役所前−鶴浜）	
  

・京阪中之島線の延伸	
  
　（中之島−ユニバーサルシティ）	
  
・地下駐輪場の整備と	
  
　　コミュニティサイクルの導入（再掲）	
  
　　　（自転車によるパークアンドライドの都市を実現）	
  
	
  

水上交通網	


JR線	
  

地下鉄中央線	
  

長堀鶴見緑地線	
  

南港ポートタウン線	
  

大正LRT	
  

京阪線	
  

阪神線	
  



地域と一体となった防災教育の導入	
  

	
  

  --  湾岸区マニフェスト  –  

基礎学力の向上と学校教育先進都市へ�

　教員が授業に専念出来る環境整備をすすめる	
  
　　校務分掌を見直し、学校事務職の役割を強化　事務長を配置	
  
　　地域人材の協力による学校内外での見守り、生活指導の拡充	
  

　校長権限の強化による学力向上に向けた柔軟な学校運営の実現	
  

基礎学力	


探求型学力	


小中連携による温かい給食と食育の実施	
  

官民合同教育研究所の新設	
  
　	
  

・公設民営校やインターナショナル	
  
　スクール等、多様な学校のあり方、	
  
　学びのあり方を実現	
  
	
  

・先進研究指定校を創設し、	
  
　今日的教育の研究成果を	
  
　他校に先んじて導入	
  



・健康診断の受診率向上による病気の早期発見、早期治療	
  
・咲洲、夢洲地区への救急医療体制の整備	
  

  --  湾岸区マニフェスト  –  

きめ細かな医療・福祉・子育て政策�

・宅配業者や新聞配達、ガス・水道検針などの事業者と協力し、	
  
　　高齢者の見守り体制を強化	
  
	
  

・障がい者に優しい街づくりとアミティ舞洲を中心とした障がい者スポーツの促進	
  
	
  

・生活保護からの自立促進策	

　　区役所とハローワーク、ケースワーカーのワンストップ窓口化	
  
　　ケースワーカーにプロ人材の投入	


・小規模保育、民間企業による保育施設の運営等を促進し、	
  
　　待機児童ゼロを実現	
  
	
  

・放課後いきいき事業への民間活力の導入と、放課後の	
  
　　　学校施設利用の拡大による子どもが安心して遊び学べる環境整備	
  



・湾岸区に位置する既存の観光資源※と	
  
　夢洲に誘致するIRの連携強化によって、	
  
　世界トップクラスの一大海上リゾートを形成	
  
　何度も訪れたい魅力ある街に。	
  
（※テーマパーク、都市型水族館、インテックス大阪、	
  
　　　　　　　　　　　　舞洲スポーツアイランド、天保山クルーズなど）	
  

・エリア内で１万人規模の雇用創出	
  

・海上交通網の創出と	
  
　観光資源化（再掲）	
  
	
  

・臨海部と京都・奈良・神戸の	
  
　アクセス強化により国際的に	
  
　魅力の高いエリアを創出する	
  
	
  

・コンテナヤードの機能集約と、	
  
　大型車が走る道路の住民の生活圏からの切り離し	
  

  --  湾岸区マニフェスト  –  

世界レベルの海上リゾート�
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